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は じ め に

1994年に新潟大学にいわゆるキャソパスネットワーク

(NINES)が完成 し,インターネットに接続してから4

年が経過 した｡新潟大学歯学部･歯学部附属病院 (以下,

歯学部と略す)では,当初はごく限られたユーザのみが

利用していたものが,現在は職員や学生のほぼ全員がな

んらかの形でネットワークを利用し,日常業務や研究に

なくてはならないインフラとなっている｡ユーザの増加

は一方でネットワーク機器の高負荷やネ ットワークの渋

滞を引き起こしている.1997年の年末には一部機器の更

新がおこなわれ,歯学部のネットワークに新時代が訪れ

る｡この機会に新潟大学歯学部のネ ットワーク構築のこ

れまでの経緯 と現状につき,問題点や今後の展望も交え

て述べてみたい｡

A.ネットワーク構築前史

NINES(NiigataUniversityIntegratedInformation

NetworkSystem,新潟大学総合情報ネットワークシス

テム)が構築された1994年以前の新潟大学にはキャンパ

スネットワークと呼べるような設備はなく,学外 との接

続としてほ,総合情報処理セソダーの大型汎用機 と全国

の大学の大型計算機を結ぶ Nlと呼ばれるネットワー

ク,JAIN(JapanAcademiclnter-universityNetwork,

48Kbps),MOTIS/MHS(大学間に閉じた電子メールシ

ステム)が存在するのみであった｡この うちJAINは学

情網のⅩ.25とよばれるパケット通信を利用 してTCP/

IPプロトコルを使ったインターネット接続を試みた も

のである1)0

この他に工学部情報工学科では,UUCP (Unix To

UnixCopy,間歓的なモデム接続 による電子 メールや

ネットニュースの配送)2)によるJUNETとの接続をお

こなっていたようである｡なお,当時これらのネットワー

ク資源を歯学部から利用 しようとすると,総合情報処理

センターにユーザ登録をして,公衆回線を経由したモデ

ム(2400bps)による接続をおこな うか, リモー トステー

ションに設置 された ワークステーショソか らモデ ム

(9600bps)による接続をおこなう必要があった｡また,
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JAINを利用して海外 とインタ-ネ ット接続 したい場合

には,いったん東大の大型計算機センターのコソピュー

クなどにログイソする必要があった1)0

1990年頃から学内でもパ-ソナルコソビュータの普及

が進み, これをネットワーク接続 しようとい う境遇が高

ま り,1991年にはキャンパスネットワーク構築に関する

7ソケ- トがおこなわれている3)o

このアンケー トによると, コソビュータの相互接続,総

合情報処理セソタ-あるいは他大学に設置された大型汎

用機やスーパーコンピュータをネ ットワーク経由で利用

したい, といった計算磯資源の遠隔利用やその上に構築

されたデータベース利用 といった要望が主であり,電子

メールのような個人ベースの情報交換に関する要望はほ

とんどみ られない｡

歯学部では1991年 6月以後ネットワーク構築に向けて

有志 8名による会合が散発的にもたれるようになった｡

さて,当時の歯学部内のネ ットワーク環境を振 り返っ

てみると,ネ ットワーク機能をもつパ ソコンはまだ少な

く,特定の詩座研究室内で当時から先進的な機能をもっ

ていた MacintoshのLocalTalkによるファイルやプリン

タ共有,また1988年に歯科放射線学講座の中山らが構築

した診断システム4)のためのネ ットワークが構築 されて

いるのみであった.1992年にはこの診断システム4)を口

腔病理 ･歯科放射線 ･口腔外科の 3科の診断システムへ

と拡張する試みがおこなわれ,歯学部に最初のEthernet

ケーブルが敷設 され本格的なネ ットワークが構築 され

た5~7)o

B.NINESの構築

1994年に政府の新社会資本整備の一環 として補正予算

による国立大学のキャソパスネ ットワーク整備が突然お

こなわれることになった｡その直前に総合情報処理セン

ターでは,営繕予算で暫定的なネ ットワーク整備をおこ

なう計画をたてていたことからも,この国策によるネ ッ

トワーク整備がいかに突然降って沸いたものであるかが

わかる｡

限 られた時間と予算のなかで ｢ネットワークケーブル

をどこまで引 くか｣ とい うことが議静 されたが,結果的

に,各講座にHUB(情報 コソセン トの分配機)を 1台設

置 し,HUBあた り12ロとい う範囲で希望す る部屋に情

報 コソセソ トを設置す る工事がお こなわれた｡ これは

ネットワーク整備が同時進行 した他の国立大学 と比較 し

ても恵まれていた｡また,歯学部では講座のみならず可

及的に広範囲に情報 コンセン トを設置する, とい う方針

のもと,講義室,実習室,診療室などにも設置するよう

にした｡

こうしてキャソパスネ ットワークNINESは1994年の

学術情報ネットワーク(SLNET)

/
インターネット

図1 NINESの構成

春頃に工事が完了し,同年 5月には学外 との接続も完了

したo図 1に歯学部からみた NINESの構成の概略を示

す｡五十嵐 旭町の両キャソパスにはFDDIと呼ばれる

光ファイバーのループがあ り, これが基幹ネ ットワーク

となっている｡この部分の帯域幅は100Mbpsである｡各

部局では このFDDIがルータと呼ばれ るネ ットワーク

制御機器 に接続 され,そ こからEtherIletと呼ばれる同

軸 ケーブルが各講座等に設置 された HUBに接続 され

るO更に HUBからは10Base-Tと呼ばれる細い銅線で

各部屋の情報 コンセン トへ接続 している｡ルータから末

端のEthernetの部分の帯域幅は10Mbpsである｡ちなみ

に,10Mbpsとは一秒間に10メガビットのデータ通信が

できることを示 し,理論的には一秒間に一枚のフロッ

ピーディスクくらいの通信ができることになるOただし,

実際には一本のEthernetケーブルに接続された複数の

パ ソコンが同時に通信を行えばそのぶんだけ通信速度は

落ちることになる｡HUBは単なる分配機に過ぎないが

ルータはデータのあて先を見て必要なところだけにデー

タを送るようにする磯器であるOインターネ ットのよう

な広域のネットワーク接続はルータの巧妙な機能の上に

成 り立っている8･9)0

お りしも1994年 は日本のインターネ ット元年 と呼ば

れ,それまで学術用ネットワークの色彩が強かったイソ

クーネットの日本における商業利用が立ち上がった年で

あるO我々が日常利用 しているパ ソコンにネ ットワーク

のための多少の機器 とソフ トウェアさえインス トールす

ればす ぐにネ ットワークが利用でき,またインタ-ネッ

トで使われるTCP/IPプロ トコルが広域ネ ットワーク

の標準的なプロトコル (手順) としての地位を獲得した

のもこの年である｡新潟大学歯学部においてこの時期に

ネットワーク整備がなされたことは, これより発行して

ネ ットワーク環境が整備 されたいくつかの旧帝大系の国

立大学 よりある面で恵まれていた｡なぜなら,こうした

先行 した大学ではある場合には全 く特殊なネ ットワーク

環境が構築された り,また コンピュータをネ ットワーク
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に接続す ることの 目的が情報系の研究者以外 には見えな

かった時代であったため,歯学部では導入が見送 られた

り中途半端な構築がお こなわれていたか らである｡

C.新潟大学歯学部ネットワークの構築

1994年 に NINESが構築 され てか ら現在 にいた るま

で,新潟大学歯学部で構築 されてきたネ ットワーク環境

を-- ドウェアや主要 なアプ リケーションごとにあげて

述べる｡表 1はこれ らを年 を追 って一覧表 にした もので

ある｡

203

1.パーソナルコンピュータのネットワーク対応

1994年 の NINES構築当時,最 もネ ットワーク環境が

整 って い た パーソナ ル コ ン ピュータ は Macintoshで

あった｡AppleTalkとい うMacintosh間で ファイルや

プ リンタを共有す るネ ットワーク機能を標準で装備 し,

上級機種では NINESの情報 コンセン トに値接接続で き

るEthernetイソターフェイスを標準装備 していた し,

普及機種 であって もEthernetカー ドを一枚追加す るの

みであった｡ただし,当初 NINESのルーテ ィングには不

備があ り,AppleTalkに よるネッ トワーク機能が正常に

使 えるよ うになったのは1994年の 7月であった｡当時は

表 1 新潟大学歯学部ネットワーク年表

年

年

年

9

1

3

8

9

9

9

9

9

日日
日

r:

午499日
コ

月

月

月

月

月

月

月

3

6

4

1⊥

5

4

7

歯科放射線科でネットワーク型診断データベース4)が稼働開始

NINES構築に関する全学調査3)

NINES概算要求に向けて歯学部内有志による会合

NetWareserver稼働開始 (口外 ･病理 ･歯故の診断データベース5~7))

総合情報処理センターよりアソケ-ト ｢部局内LAN計画に関する照会｣

平成 5年度補正予算にてNINES構築が決定

NINES稼働開始

AppleTalkのルーティング設定完了

歯学部 CD-ROM サー,110)の運用開始

9月 nettalkML開始

メールサーバ (dent3)にモデム接続

11月 歯学部 WWW サーバ (dentl)の試験運用開始

新潟歯学会 ｢学内ネットワークによるInternetの利用｣

12月 DeleGate(dentl)運用開始

1995年 1月 新潟大学歯学部同窓会 ML開始

5月 MLサーバによるML運用開始

6月 ニ3･-スサーバ (dentl)の運用開始

情報処理施設運営委員会の発足

7月 WWW 検討小委員会の発足

8月 旭町-五十嵐間が256Kbpsから1.5Mbpsに増強

9月 MLを利用した事務連絡システムの試行を開始 (半年間)

歯学部 WWW サーバの正式運用開始

11月 WWW サーバのバージョンアップ (NCSAhttpdl.Ob5-)1.4.2)

新潟歯学会 ｢新潟大学歯学部のネットワークの現状について｣

12月 SINET新潟一基幹間がlMbpsから6Mbpsに増強

WindowsNT/RASによるPPPserverの試験運用開始

"dentl,2,3のアカウントをNIS管理へ移行"

1996年 2月 学生サークル (歯学部イソクーネット研究会)による学生用サーバの運用開始

4月 平成 7年度補正予算にてパソコン11台 (Windows95)が歯学部に導入される

5月 専用 PPPサーバによるPPP運用開始

6月 メールサーバ (dent3)の--ドディスクがクラッシュ

9月 サーバ管理の一部外部委託

10月 日本歯科麻酔学会のRealAudioによる中継31)

日本矯正歯科学会ポス トセ ミナーのRealAudioとCU-SeeMeによる中継32)

11月 歯学関係各学会に対してWWW コソテンツの置き場所を提供26)28)

1997年 10月 SINET-USA回線が6Mbps-) 45Mbpsに増強

11月 歯学部 6階図書室にパソコンを移動
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図 2 歯 学部 の ネットワーク接 続 コ ソ ピューク数､

メールアカウント数とWVm サーバアクセス数の推移

インターネットに接続す るための TCP/IPプロ トコル

は標準装備ではなかったが,MacTCPというソフ トウェ

アを入れるのみで対応可能であった.ネットワーク環境

以外にもMacintoshは操作性に優れスライ ド作成に必

須の画像処理環境なども整っていたため,この時期歯学

部内ではMacintoshが大変普及 した｡また,Macintosh

にはEudoraという無償の日本語 メ-ルソフ トウェアが

存在 していたことも見逃せない｡つまり,Macintoshな

らば追加投資をほとん どす ることな く,電子 メールや

MEDLINECD-ROM による文献検索10)が利用できた0

-万,PC/AT互換機や PC98シ リーズは当時,ネット

ワーク機能をもたない MS-DOSあるいはWindows3.1

の環境で稼働 してお り,ネ ットワークを利用す るには

Ethernetインターフェイス とネ ットワーク用の ソフ ト

ウェアを購入し,かつ大変わか りにくいインス トール作

業を行わなければならなかった｡また,Macintoshにお

けるEudoraのような使いやすいメ-ルソフ トも当時は

なかった｡

こうした苦渋は1995年の秋 にWindows95が登場 した

ことにより一挙に解決 した.Windows95は標準でネット

ワ-ク機能を装備 し, ファイルやプリンタを共有 した り

インターネットに接続することが可能でメールソフトも

標準で付属していた｡

その後,インターネ ットの爆発的な普及 とともに,

Macintosh,Windows95ともにネットワーク機能 を充実

させ,現在ではメール,ニュースソフ トや WWW ブラウ

ザまで標準で添付されるようになっている｡

図 2の実線は歯学部内でネ ットワークに接続するコン

ビュ-タの台数の推移を示 したものである.NINES構

築時は45台で, この うち約半数弱はサーバや 1)モー トス

チ-ショソに設置されたパーソナルコソビュータであっ

たか ら,個人や研究室でパ-ソナルコソビュータをネッ

トワークに接続 していた ものはたかだか30台あま りで

あった｡1997年 9月の接続数は419台であるから3年の間

に10倍に増加したことになる｡なお,歯学部の接続台数

を全学のそれと比較するといつの時代 も約 1割を占めて

お り11),部局規模からしてその比率は高いと思われる｡

2.対外的なネッ トワーク接続環境

表 2に歯学部からみたネットワーク帯域幅(通信速度)

の推移を示す｡1994年の NINES構築当初の学外接続は,

学術情報ネットワーク (SINET)の全国基幹網 (バック

ボーソ)が6Mbps,新潟から基幹網までが1Mbps,そし

て旭町一五十嵐間が256Kbpsであった｡当時は全国的に

もインターネットの利用者は限られていたため, この帯

域 幅 で支 障 は全 くな かった が,World-Wide Web

(WWW)が普及 しはじめた1995年初頭から主に国内の

商業サイ トとの接続性の悪化が 目立つ ようになったo

SINETは学術 日的以外のネ ットワーク利用を制限して

いることもあ り商業サイ トとの接続性が貧弱で,1994年

当時国内の商業サイ トとは産学協同のネットワークプロ

ジェク ト組織であるWIDEプロジェク ト12)の64Kbps回

線によりかろ うじて接続性を保っていた｡ この貧弱な接

続は1995年に3Mbpsと一挙に増強され,以後1996年前半

までは良好な接続が得 られていたが,その後は--ザ数

の増加 とWWW の爆発的な トラフィック増加により急

激に帯域が不足 しはじめた｡WIDEの3Mbps回線の他に

もいくつかの商業ネットワーク接続業者が SINETと直

接接続をもつ よ うになってはいるが,1997年に入ると

SINETと国内商業サイ ト間は1994年当時よりも状況が

悪化 し,WWW どころか電子メールの遅配が日常茶飯事

表 2 ネットワーク帯域幅の推移

1994年9月 1995年 8月 1995年10月 1995年12月 1996年11月 1997年10月

旭町一五十嵐

五十嵐一学情

SINETバックボーン (北海道一九州)

SINETバックボーン (筑波一大阪)

SINET-USA

SINET-タイ

SINET-UK

256Kbps 1.5Mbps

IMbps IMbps

6Mbps 6Mbps

6Mbps 6Mbps

2Mbps 2Mbps

1.5Mbps 1.5Mbps

IMbps 6Mbps

6Mbps 50Mbps

6Mbps 50Mbps

6Mbps 6Mbps

2Mbps 2Mbps

1.5Mbps 1.5Mbps

6Mbps 6Mbps

50Mbps 50Mbps

50Mbps 155Mbps

6Mbps 45Mbps

2Mbps 2Mbps

2Mbps 2Mbps
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となっている｡ この状態は1997年11月現在も全 く解消さ

れていない｡

一方海外回線については,当初は2Mbpsの対米回線の

みであったが,その後増大する トラフィックに対 して,

1995年には対米回線が6Mbpsに増強された｡また翌1995

年末には対米回線のバ ックアップ的な意味 も含めて2

Mbpsのタイ回線 と1996年 にはイギ リス回線が追加され

た｡しかし,1996年後半にはこれらの回線も飽和状態 と

なり,1997年に入ると海外-のメールの遅配が起 こるよ

うになった｡1997年10月に対米回線が45Mbpsに増強 さ

れたことにより状態は改善 されたが,すでにこの回線 も

飽和気味となっている｡

3.電子メール環境

図2(点線)に歯学部の電子メールアカウン ト数の推

移を示すが,1994年に32アカウン トであったものが1997

年 9月には445アカウン トとなった｡ちなみに現在の歯学

部全職員数は352名である｡教官 と医員ははば全員アカウ

ソトを所有 しているといってよい｡なお,学生について

は,別途学生用サーバに現在84アカウン トが登録 されて

いる｡

当初の電子メール利用者はごく限られていたから,実

用的なコミュニケーション手段 とい うよりは ｢電子メー

ルごっこ｣の様相を呈 していた｡従来とは全 く異なるコ

ミュニケーション手段である電子メールの利用にはとま

どいが見られ,またネ ットワーク利用に関する同じよう

な質問が毎 日のように繰 り返 されたので,これらの情報

をユーザ全体で共有するために1994年の 9月に歯学部 と

一部医学部の電子メール利用者を対象 とした nettalkと

いうメーリング リス ト(以下 ML)を立ち上げた｡ メー リ

ングリス トとは,電子メールを利用 して共通の話題を扱

う一種の会議室を運営す る仕組みで,例 えばnettalkの

参加者がnettalkML用のア ドレスにメールを送 るとそ

この参加者全員にメールが送 られる｡それに対して別の

参加者が返事を書 くとそれもまた全員に送られる,とい

うものである｡初期のnettalkの話題はその日的からし

てネットワークや コンピュータのQ&Aのような内容が

主であったが,学外の参加者なども得て,様々な話題が

飛び交 うユニークなMLとなった｡その後,学内のスタ

ディーグループや学外の同窓生あるいは全国規模の学術

MLなど30余 りのMLが 1年余 りの間に次々と立ち上

がった13)｡また,事務連絡用のMLが一時運用されてい

たが,事務担当者の異動などによりこれは試行に終わ っ

ている｡

1995年5月には,MLサーバ とい うML専用プログラ

ムを使った運用に切 り替え, これによりメールの題名に

ML名や連番が付いた り,過去のメールを取 り出すなど

便利な機能が実現された｡
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4.ネットニュース環境

ネ ットニュースとは,インターネット上の掲示板シス

テムである｡MLと類似 しているが,MLが特定多数を対

象 とした電子会議室システムであるのに対 して,ネット

ニュースは不特定多数を対象 とす る14)｡組.織ごとに立ち

上がっているニュースサーバは相互に掲示板の内容を転

送 しあい,結果的に全世界に転送 される仕組みをもって

いるo扱 う話題ごとに階層的にニュースグループが分探

されてお り,現在世界規模で運用されているニュースグ

ループの数は 1万を越 える｡

NINES構築当初 より総合情報処理センターがニュー

スサーバ15)を運用 していたが,歯学部でも1995年 6月に

計単独でニュースサーバ16)を運用す ることとしたo歯学部

単独で運用 した理由は,歯学部内の掲示板 としてローカ

ルニュースグループを運用するため,および医学系のサ

イ トに限定して配送されているjpmed17)の配送を受ける

たためである｡

ローカルニュースグループとjpmed以外のニュースグ

ループは総合情報処理セソターのサーバ15)から利用でき

るから,歯学部ニュースサーバでは利用頻度が高いと思

われるfjとsciという二つのニュースグループのみを転

送 している｡

5.WWW サーバ

現在のインターネットの普及をもた らした一つの起爆

剤はWorld-WideWeb(WWW)である｡WWW は1989

年にスイスの欧州核物理学研究所 (CERN)において研

究者間で相互の研究データを効率よく共有するための仕

組み として考案された ものである18)｡少な くとも1990年

までのインターネットはその利用者のほとんどが コン

ピュータ研究者であり,UNIXという素人には敷居の高

いシステムの上でひたす ら文字を打ち込まなければ利用

できないようなものであった｡1990年代に入 り,インター

ネ ットの利用者がコソピューク研究者から他分野の研究

者, コンピュータユーザ,そして一般人- と広がる過程

で様々な使い勝手の良いアプリケーションが考案された

が,中でもHypertext構造をインターネットの中に取 り㌔
入れ 全世界の様々な情報を リンクし,また画像などの

マルチメディアデータも簡単に取 り入れることのできる

WWW が他のアプリケーシ ョンをも包含する形で最終

的に残った｡

歯学部では1994年11月にWWW サーバ(NCSAhttpd

ver.1.Ob5)19)を試験的に立ちあげた｡この時期,新潟大学

内では試験的に2, 3のWWW サーバが立ちあげ られ

ていたが,部局サーバ として立ちあげられていたのは法

学部20)のもののみであった｡当時は全国的にもWWW
サーバはごく限られた数しか存在せず,新潟県内では大

学関係以外にはなかった｡
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さて,WWW の情報を閲覧するためにはブラウザとい

うソフトウェアが必要である｡1994年当時,もっともよ

く利用 されていた ブラウザはNCSA21)で開発 された

Mosaicであるが,日本語を表示す ることができず,

Macintosh版やWindows版ではソースが公開されてい

なかったために,パッチ当てという姑息的な方法で日本

語化するしかなかったO ところが,インターネット上で

利用されている日本語文字コード(EUC,JIS)はパソコ

ン上のそれ (SJIS)とは異なっていたために,そのまま

では日本語として表示されないという大きな問題があっ

たoそこで,DeleGate22)という文字コード変換のための

ソフトウェアをサーバ上でたち上げ,このサーバを一旦

仲介させることによって日本語対応をおこなった｡なお,

このDeleGate22)はキャッシュサーバの磯能もあったた

め,前述の学術情報ネットワークと国内の商用サイトと

の間の回線の紳さをある程度改善する役割をも果たし

たo更に,当時はメールソフトやニュースソフトもブラ

ウザと同じような日本語文字コードの問題を抱えていた

ため,それらに対してもコード変換磯能を提供していた｡

歯学部のWWW サーバ構築は最初の 1年余 りの間は

有志による試験的な構築であり, トップページには

｢underconstructioll｣の文字を掲げていたが,1995年

の中ごろには,歯学部として組織的な構築をしようとい

う機運が高まり,情報処理施設運営委員会 (委員会につ

いては後述する)の下部組織 として歯学部WW Ⅳ検討

小委員会を設け,具体的な構築案23)を作成した｡そして

1995年 9月に新潟大学歯学部の正式なWWW サーバと

して運用されることとなった｡

現在,ほとんどの講座でいわゆるホームページを作成

しているが,多くの組織でみられるようなひな型を用意

してこれにあな埋めをしてゆくような構築方法はあえて

とらず,講座の自主的な作成にまかせている｡

この ほ かWWW の利 用 と して ほ,WHOのPer-

iodontalCountryProfiles(1994)24),顎関節症検討会に

よる症例検討会25),各億学会案内などがあげられる｡ま

た,1996年11月から歯学関係の学会に対 して,学会 web

ページを構築するスペースを提供している (管理責任者

は新潟大学歯学部に所属する者であることを条件 とす

る)D現在,歯科基礎医学会26),日本歯科保存学会27),冒

本矯正歯科学会28)のwebページが構築されている.

図2(▲のプロット)に歯学部WWW サーバのアクセ

ス数29)を示す｡過去のアクセスログを失ってしまってい

るので,構築当初からの経時的なデータではないが,1997

年の 8月から10月の平均アクセス数は,一 日あた り約

6500回で,データ量にすると75M バイトとなっている｡

これは一年前のデータのほぼ2倍である.このアクセス

数は大学の-部局のデータとしては高いものである.図

3は1997年8月から10月の間に歯学部 WWW サーバを

図3 歯学部WWW サーバへのドメイン別アクセス

アクセスした主要 ドメインの比率を示したものである｡

新潟大学歯学部からのアクセスが11%,国内の大学から

が10%,海外からが3%,大学を除 く国内からのものが

68%である｡つまり国内の商用サイトやプロバイダ経由

の個人からのアクセスが圧倒的に多いとい う結果であ

る｡

6.その他のインタ-ネット上のアプリケーション

動画や音声などマルチメディアデータを扱 う試みも多

数なされている｡代表的なものとしては,第24回日本歯

科麻酔学会におけるシンポジ ウムや特別講演等を

RealAudio30)でインターネット上に中継する試み31),め

るいは第55回日本矯正歯科学会ポス トセ ミナー ｢イン

ターネットと矯 正 歯 科｣32)のCU-SeeMe33)お よび

RealAudio30)による中継の試みなどがあげられる｡

7.インターネット以外のネットワーク環境

NINESではインターネットで用いられるTCP/IPプ

ロトコルの他に,AppleTalkとIPX というプロトコル

も利用可能となっている｡このうち学外との通信が可能

なプロトコルはTCP/IPプロトコルのみで,残 りの2つ

は学内のみで利用できる｡AppleTalkは前述のように

Macintosh上でサポートされているもので,Macintosb

間でファイルを共有した り,ネットワーク経由でプリソ

タに印刷をおこなうことを可能とする｡IPXプロトコル

はNetWareとい うネットワーク専用 OSが利用するプ

ロトコルで,歯学部ではCD-ROM サーバ10)と口腔診断

データベース5-7)がこのプロトコルを利用している｡現在

歯学部内で稼働している多くのネットワークプリンタも

IPXプロ トコルを利用している.大学ネットワークで

TCP/IPプロトコル以外のプロトコル,特にAppleTalk
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を全学的にルーティングしているところは珍 しい｡

8.学外からのネッ トワーク接続環境

ネットワーク利用者が増 え,電子メールが 日常の情報

伝達手段 となると,大学内だけでなく学外か らも電子

メールを読み書きしたい, とい う希望が多 く出されるよ

うになった.そ こでまず1994年 の 9月に歯学部 メール

サーバにモデムを接続 し,パ ソコンとモデムと通信 ソフ

トでメールサーバをアクセスすることができるような仕

阻みを作った｡その後,1996年の5月にはISDN回線 と

PPP(Poinトto-PointProtocol)サーバを設置した｡ こ

れによ り現在, 自宅や出先 か らアナ ログ公衆 回線や

ISDN回線を経由して,大学内と同様のインターネット

環境を実現することが可能 となっている｡

9.歯学部ネッ トワークの管理について

1994年当時,歯学部には情報処理やコンピュータ関係

の委員会 として,歯学部分室利用者会議,歯学部文献検

索室委員会,歯学部 LAN検討委員会の 3つが存在 して

いた｡1995年 6月にこれらの 3つの委員会を歯学部情報

処理施設運営委員会に統合 し, この委員会が歯学部内の

ネットワークや コンピュータ機器の管理を一括 して担当

することとなった｡

歯学部内でネ ットワークを利用するためには, 自分の

コンピュータをネットワークに接続するか,所属部所で

ネットワ-クに接続された コンピュータを共用利用する

必要がある｡講座に所属す る職員や事務官などはこうし

た環境は容易に得 られたが, これまで歯学部内には誰で

も好きなときに利用できるネ ットワークに接続されたコ

ンピュータとい うものがなかったために学生や看護婦な

どがネットワークを使 うことは困難であった｡学生に対

しては1996年の2月にインターネット研究会 とい う学生

サークルができ, この部員に対 して リモー トステーショ

ソの鍵および学生専用のメール･WWW サーバ 34)を与え

ることとした｡1997年11月からは歯学部 6階の図書室を

改造してパーソナルコソビュータ約10台を設置し,歯学

部の学生や職員に開放 している｡

1997年には歯学部二年生の講義 としで情報処理教育の

時間を設け,受講 した学生全員に電子メールのアカウン

トを与えた｡職員に関しては, メールアカウソ トさえ申

請すれば,図書室のパーソナルコンピュータを利用して

電子メールを読み書きすることが可能となっているo

D.歯学部ネットワークの現状の問題点と今後の
展望

歯学部ネ ットワークの現状における問題点 と今後の課

題 ･展望について述べる｡
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1.管理体制について

新潟大学のネ ットワーク管理は基本的に部局に任され

ているo このことは,歯学部独自のネ ットワーク構築を

可能 としたメリットがある反面,すべての管理業務を自

前でおこなわなければならないというデメリットを負わ

なければならない｡現在,歯学部のネ ットワークやサー

バの管理は歯学部情報処理施設運営委員会がおこなって

お り,登録業務など業務の一部については1996年より外

注とした｡ただし,普段の トラブルシューティング等は

学内に常駐する者が対処することが必要で,現在本稿の

著者である3名の教官がこれにあたっている｡管理者の

数を増や して負荷分散をはかる方法が考えられないわけ

で はないが,サーバやネ ットワークの管理にはUNIXオ

ペレーティングシステムの知識が必要であること,およ

びセキュリティー管理の観点からその実現は難 しい｡大

学のネットワークはどこで もこのよ うにボラソティア

ベースの管理を強いられているのが現状であるが,特に

本学は総合大学であるにもかかわ らず総合情報処理セソ

クーの専任教官が 1名のみという厳しい現実がある｡大

学全体の統括したネットワーク管理をおこなうには総合

情報処理センターの人員増を含む機能強化が必要であろ

う.また,ネ ットワーク管理のための予算が恒常的に用

意されることが望ましい｡

2.セキュリティ-管≡哩について

現在 2千万台ともいわれるコンピュータが接続されて

いるインターネットでは,自分の コンピュータやその中

にあるデータは常に危険にさらされていると考えるべき

である｡かつてイソタ-ネットは研究者間のネットワー

クであった歴史的経緯からその仕組みは ｢性善説｣の上

にな りたっている｡ つま り,｢悪意を持つ者のいたず ら｣

には大変弱い｡インターネットが研究者から個人や商業

利用へと拡大するにともない,例 えば企業内ネットワー

クではファイアウォール (防火壁)で外部のネットワー

クから-定の隔絶がなされるのが通常である｡ しかし,

このような隔絶は安全性 と利便性の トレー ドオフ関係の

上に成 り立つもので,安心なネットワークを構築 しよう

とすると一定の不便を被 らなければならない｡大学ネッ

トワークでは単なるデータのや り取 りだけでなくネット

ワークや コンピュータを対象 とした研究などもおこなわ

れるから利便性を犠牲にするべきではない｡実際に現在

のところNINESでは対外的なファイアーウォールの額

は-切設定されていない｡このようなオープンなネット

ワーク環境では利用者一人一人がセキュリティーに対す

る知識をもち対処する必要がある｡

以下にNINESにコンピュータを接続するユーザが注

意すべき点をいくつか列挙してお く｡

(1)パスワード管理

- 71-



208 新潟歯学会誌 27(2):1997

容易に想像がつくようなパスワードは設定すべきでは

ない｡名前の一部が入ったものとか,単語の組み合わせ

などは大変危険であるo特にメールパスワードはサーバ

-のログイソパスワードを兼ねるため,それがいったん

破 られるとそのサーバそして大学全体にまで被害が及び

かねない｡

(2) 共有設定

パ ーソナルコンピュータの特定のディレクトリやフォ

ルダをパスワードなしにネットワーク上に開放すべきで

はない｡特にWindows95/NTマシンは注意が必要であ

る｡Macintoshの ファイル共 有壊 能 で使わ れ るAp-

pleTalkでは少なくとも学外からアクセスされることは

ないが,Windows95/NTではTCP/IPプロトコルによ

りインターネット上に開放されてしまう.

(3) パーソナルコンピュータのサーバ磯能

最近のパーソナルコンピュータはサーバ機能を備えて

いるものが多く,特に意図せず ともWⅥW サーバ機能

が起動 してしま うよ うな ことがある｡ 必要 のない

WWW,ftpサーバ機能を設定しているようなら直ちに

設定をオフにしていただきたい｡

(4) 電子メールのセキュリティー

電子メ-ルは平文のテキス トデータとしてネットワー

ク上を流れるから,ネットワーク上でそれを注意深 く監

視 していれば読んでしまうことも不可能ではない(そ う

簡単なことではないが)｡電子メールは郵便に例えれば

｢はがき｣である｡過度に神経質になる必要はないが,

他人に読まれては絶対困ると思ったらメールの暗号化を

考えなければならない｡最近のメールソフトには暗号化

機能が組み込まれたものがあるし,PGP等の公開鍵暗号

糸をメ-ルソフトに組み入れることも可能である.この

場合はメールを交わす相手も同じ暗号機能に対応してい

る必要がある｡

3.接続の多重化

現在 NINESは学術情報ネットワーク (SINET)のみ

と接続 しており,例えばSINETに トラブルが起こると

たちまち対外的なネットワークが不通となってしまう｡

電子メールが電話と同等に利用され,旭町キャンパスの

中では様々なネットワークを医療に活用しようとするプ

ロジェクトが動いている｡もはやネットワークはライフ

ラインといっても過言ではない｡ライフラインを守るた

めには｢もしかの時｣の備えが必要である｡SINETが不

通になったときでも外部との接続性が失われないような

｢別経路｣をもつことを考える必要があろう｡

4.ネッ トワーク機器の負荷の増大

ネットワーク利用者の増加に加えてWWW などデー

タ量の多いアプリケーションの利用が増えたため,現在

歯学部のネットワークは慢性的に飽和状態となってい

る｡10Mbpsでは帯域が不足していることもあるが,それ

以上に ｢大変混雑している場所｣と ｢比較的空いている

場所｣があることが問題である｡これは1994年のNINES

の構築にあたって負荷分散を考えた設計を行わなかった

ことによるものであるo例えばリモートステーションに

設置された 5台のサーバはそのすべてが一本のケーブル

に接続されているため,このケーブルの負荷は極めて高

くなっている｡

も う一点,ブロードキャス トパ ケットに よる トラ

フィックの増加という問題もある｡Macintoshが利用す

るAppleTalkとい うプロトコルとWindows95/NTが

利用することがあるNetBEUIというプロトコルはコン

ピュータを起動 しているだけでネットワークに多量の

データを垂れ流す性質を持っているOこれはユーザが複

雑なネットワーク設定をせずに済むための親切設計でも

あるのだが,負荷を少しでも減らしたい現状ではこれも

対策せざるを得ない｡まず, リモー トステーションの各

種サーバの接続方法をなるべく負荷分散するように変更

する予定である｡また,AppleTalkとNetBEUIに関し

てもユーザに不自由のないレベルで対策を講じる予定が

ある｡

設置後 4年を経過したネットワーク機器の老朽化も進

んでいる｡1996年ごろから天井裏にあるトランシーバの

接触不良やルータの故障が相次いで起こっているが残念

ながらこれらの機器の更新予定は現段階ではない｡

最近,インターネット関係のサーバ負荷が尋常ではな

くなってきているO日常的にメールサーバ (dent3)の過

負荷が生じており,メールを保存する--ドディスクの

スペースも慢性的に不足している｡1996年の6月にはハー

ドディスクがクラッシュするという事故も起きている｡

WWW サーバとnewsサーバを兼用しているdentlにつ

いてもディスクスペースの不足が深刻な状況となってい

る｡これらについては1997年の12月以降に予定されてい

るサーバの更新により改善が期待される｡

5.いわゆる ｢SINET問題｣について

学術情報ネットワーク (SINET)は1994年当時,日本

で一番高速なネットワークバックボーンの一つであっ

たoLかし,利用者の急増によりネットワークのデ-タ

トラフィックが爆発的に増え続け,1996年頃から商用サ

イトへの接続点や海外回線には慢性的な大渋滞が起こっ

ている｡ 原因はSINETのAUP(AcceptableUsePoト

icy,SINETでは商用利用が制限されている)と関連し

て商用サイトとの柔軟な接続が行われにくい状況にある

こと,および増強がおこなわれたとしても増加し続ける

トラフィック需要に供給が追いつかない,という2点に

ょるものである｡現在SINETの対国内接続はWIDE12)
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およびIMnet(省際研究情報ネットワーク)35)と商業プロ

バイダ数社 との間にあるのみである｡是非,商業プロバ

イダの相互接続点であるNSPIXP236)-の接続が望まれ

る｡

需要が追いつかないとい う問題は,例えば1997年の10

月にSINETの対米回線が6Mbpsから45Mbpsと約8倍

に増強されたが(表 2),すでにこの回線も渋滞が発生し

つつあるような現状がそれを物語る｡

需要増にあわせて供給を増やす, とい う対処ばかりで

はなく,不要な需要を増やさない工夫をすることも重要

である｡現在,インターネ ットの トラフィックのほとん

どはWWW とFTPによるものであるが,これらでは同

一ネットワーク上に同一データが何度も流れるという特

徴があるか ら組織 内のキャッシュサーバ設置 が トラ

フィック減少に大変有効である｡現在のところ,サーバ

の衰源的な問題 もあ りキャッシュサーバの運用 はお こ

なっていないが, これは1997年12月以降のサーバ更新後

の課題としたい｡また,アクセス数の多いサーバでは ミ

ラーサーバを設置 していることも多いから,ユーザレベ

ルでこうした ミラーサーバの中からSINET内あるいは

ネットワーク的にSINETに近いサーバを選ぶようにす

ることも有効である｡ こうした ミラーサーバの一例とし

て,フリーソフ トウェアのFTPサーバの ミラーサーバ

を各地で運用しているRingServerプロジェク ト37)をあ

げておく｡

6.WWW サーバコンテンツの充実 とその運用ポ リシー

歯学部 WⅥWサーバは1995年 9月より正式運用を開

始し23),各講座のコンテンツはそれなりに構築されてい

るものの,歯学部全体にかかわる部分の構築はなかなか

思うように進んでいないのが現状であるOイソクーネッ

トの大きなメリットである即時性を生かした歯学部や附

属病院の情報提供を組織的におこな うにはどうすればよ

いのか｡この点は大きな課題である｡

また,個人がWWW上で提供したいデータがあって

ち,それを実際にコンテンツとしてWWW サーバに掲

載する段階でこれまでは高い敷居があった｡ ワープロ並

みの操作性を備 えた WWW コソテンツ作成のための

HTMLエディタも登場 しているが,そ ういった道具を

使いながら教官 ･職員の誰 もが情報提供を行えるような

ユーザ教育をおこなうことも必要であろ う｡

一方で歯学部のWWW サーバから提供されるコンテ

ンツとして不適なものは掲載しないようにする必要があ

るo特にSINETに接続されたネットワークでは商用利

用を制限したSINETのAUPが存在す るので注意が必

要である｡歯学部情報処理施設運営委員会では下記のよ

うな情報公開の指針23)を提示 している｡

(1)公共の秩序に反するもの,患者が特定されるよう
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な情報,営利 目的の情報を掲載しない｡

(2)学部や講座等の,個人以外に所属する情報の公表

は,それぞれ学部や講座の合意を事前に得るものと

する｡

(3) その他,委員会が,歯学部 WWW サーノミにお(情

報 としてふさわしくない,あるいは管理上問題があ

ると判断した場合 (例えば, ファイルサイズの大き

い画像など)には,掲載中止を要請することができ

る｡

しかし了ふさわしくないコンテンツとはどういうもの

か｣,｢それを誰が判断するのか｣等,その実際の運用は

容易ではない｡また,管理側がサーバにあるすべてのコ

ソテンツをチェックすることは実際上不可能である｡研

究者ネットワークとして発展 したインターネットにはも

ともと規制 という概念があまりな く,その責任はすべて

個人や組織のポ リシーにゆだね られてきたoイソタ-

ネットの商業利用がおこなわれるようにな り,現在様々

なルール作 りがなされているが,基本的には提供する情

報に対して自らがポリシーと責任をもつことが必要であ

る.なお,著作権に対 しては十分な配慮を要する.ネッ

トワーク上に公開されたデジタルデータの著作権に関し

てはWIPO(世界知的所有権機関)による著作権条約や

日本の著作権法の改定作業が現在進行中であり38),また

サイ ト毎にデータの二次利用に関する制限を設けている

場合があるので,データのコピーやリンク設定には注意

が必要である｡

7.ネッ トニュースの利用

残念なが ら現在のところ学内の｡-カルニュースグ

ループの利用は極めて低調であるOまた医学系ニュース

グループであるjpmedについてもその利用はごく-部

のユーザに限られている.例えば,jpmed.info.news-

paperは,主要新聞の医療関係記事の見出しが朝刊･夕刊

毎に毎日掲載されてお り大変貴重な情報源であるが,こ

うした情報が活用されていないのは残念である｡

1997年12月の機器更新 に際 して,旭町地区専用 の

ニュースサ-バが設置予定であるので, ローカルニュー

スグループの再編なども行いネットニュースの利用を推

進してゆきたい｡

8.歯学部職員,学生に対するネットワーク環境の提供

現在,歯学部の職員,大学院生,研究生 (常勤)は申

請によりコンピュータのネットワークへの接続やメール

アカウソ トを得ることができる｡ 自分専用,あるいは医

局など所属するところにコンピュータがある場合は問題

ないが,そ うでない場合には従来はアカウントを得ても

実際に電子メールを利用するコンピュータがない状態で

あった｡前述のように,1997年11月から,歯学部 6階の
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図書室にネットワークに接続したコンピュータを設置し

開放しているが,現在ここで電子メールを読み書きする

環境はまだ不十分である｡通常電子メールはPOP(Post

OfficeProtocol)と呼ばれる手順で,メールサーバから

手元のコンピュータにメールを取ってきて読む,という

ことを行っているO 不特定多数が利用するコンピュータ

では取ってきたメールを安易にコンピュータの中に保管

すると他人に電子メールを読まれてしまうということが

起こりかねない｡使い勝手を損なわず,プライバシーを

保つことができ,かつ管理が複雑にならない,という電

子メール環境を構築することは意外と難しいoこのよう

な 目的 に適 した メール ソ フ トやPOPを 使 わ ず

IMAP439)と呼ばれる手順を使 う方法を現在試行中であ

る｡

さて,現在ノートパソコンが大変普及しており,複数

の場所へ移動してネットワークに接続して使いたいこと

があるOところが,現在コンピュータをネットワークに

接続するときに割 り当てられるIPアドレス (歯学部で

は133.35.xxx.yyyという11桁の数字)は,歯学部の中の

ある一定の範囲でしか利用できない.例えば,1台のノー

トパソコソを医局と外来でネットワークに接続しようと

思えば,その両方のアドレスを取得し,しかも場所を移

るごとに設定変更して再起動 しな くてはいけない｡

DHCP40)という方法により接続した時にその場所毎に適

したIPアドレスが動的に割当てられるということが可

能 となるので,今後はその運用も検討してゆきたい｡

9.ネットワーク機器の更新

1997年の11月から1998年 2月にかけてネットワーク機

器の更新が予定されているのでその主なものをあげてお

く｡

インターネット関係のサーバはすべて更新され,メー

ルサーバとWWW サーバは処理速度,ディスクスペー

スとも従来の2-6倍になる.また,従来WWW サーバと

兼用していた歯学部ニュースサーバ16)は旭町キャンパス

用の専用ニュースサーバに移行する.また,これまで旭

町と五十嵐の両キャソパス間のネットワークが不通とな

るとDNSによる名前解決ができなくなるというトラブ

ルがあったが,旭町キャンパス用のセカンダ リDNS

サーバが導入されるのでこの不都合は解消される予定で

ある｡6階の図書室には10台のWindowsNTマシンが追

加され従来のWindows95マシンやMacintoshとあわせ

て約20台のパーソナルコンピュータが同時に利用できる

ことになるoまた, リモートステーションにはシリコン

グラフィックス社製のグラフィックワークステーション

が導入される予定である｡

E.最 後 に

以上,新潟大学歯学部にネットワーク環境が構築され

てから4年間の経緯や問題点そして今後の展望につき述

べたO機器更新により新潟大学歯学部のネットワークは

新しい時代を迎える｡サーバだけ新しくなっても足回り

がそれについてこないという危倶はぬぐえないが,歯学

部ユーザとともに21世紀に向けた新しいネットワーク環

壁を構築してゆきたい｡
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